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千島列島東方の地震について 

震央分布図（2006 年９月以降、M≧4.0）。 

発震機構分布図（ハーバード大学による CMT 解） 

［吹き出し中の Mw はハーバード大学によるモーメントマグニチュード］

 千島列島東方で、2006 年 11 月 15 日 20 時 14 分に Mj7.9（最大震度２、USGS では Ms7.8）、

2007 年１月 13 日 13 時 23 分に Mj8.2（最大震度３、USGS では Ms8.2）の地震が発生した。発

震機構（ハーバード大学による CMT 解）は 11 月の地震が北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断

層型、１月の地震が北北西－南南東方向に張力軸を持つ正断層型であった。 

発震機構解（ハーバード大学による CMT 解）

11 月 15 日の地震  １月 13 日の地震 

○：2006 年９月１日～ 

2006 年 11 月 15 日の地震発生直前

○：2006 年 11 月 15 日の地震以降～ 

2007 年１月 13 日の地震発生直前

○：2007 年１月 13 日の地震以降 

 USGS 震源では、震央分布が東西に分

かれて分布している。ハーバード大学

による CMT 解をみると、西側に逆断層

を示す解、東側に正断層を示す解が分

布している。 


